
のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３－１

目標１　子どもの安心・安全を守ります
1-1. 子どもの権利を守るための相談及び救済窓口を充実します

実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

参考実績（参考指
標の結果等）

子どもオンブズパーソン（仮称）の設置の調査研究を行った。

結果の説明
子どもの権利救済機関の制度設計のため、他自治体への視察を実施し、先進自治体の事例を学
んだ。

次年度に向けての
課題・展望

子どもの権利救済窓口設置に向け、本格的な検討を行う。

子ども・子育て会議
委員意見

・子どもの声を聞きとあるが、どういう形で聞くのかそこをどう決めるのが大事だと思う。学校を巻き
込んで、子どもの声を聞けるように協力を求めたい。子ども意見表明の場の設置（評価表３－２　P
１）とうまくコラボできないだろうか。
・窓口の設置は本当に早い方がいいと思いますが、既存の相談窓口の有効活用や総合的な案内
など、出来ることから推進していただけたらと思います。子どもがハードルを感じずに相談できるこ
と、誰もが相談しやすい環境、相談することがリスクにならないと伝えることなど、利用者の利用しや
すさをご検討いただきたいと思います。

参考実績（参考指
標の結果等）

・虐待相談件数（件）
　　999件
・ケース検討会開催回数（回）
　　55件

結果の説明

・虐待相談件数（件）
　前年度に比べ増加。令和元年10月から制度見直しによる児童相談所からの送致件数が増えたこ
とも要因。
・ケース検討会開催回数（回）
　　昨年と比べると減少。必要な家庭に対しては会議開催は行えたと考えている。

次年度に向けての
課題・展望

虐待相談件数の増減で虐待が減っている増えているという評価にはなりづらいが、増加したことは
社会の関心が高いといえる。引き続き、関係機関との連携を密に、役割分担のもと、早期発見・早
期対応に努める。

子ども・子育て会議
委員意見

1-2. いじめ・虐待等の防止と早期発見を図ります
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

参考実績（参考指
標の結果等）

・児童虐待防止キャンペーンの実施
　　11月6日（水）武蔵小金井駅前・東小金井駅前にて、グッズ配布・呼びかけ実施。
・要保護児童対策地域協議会構成機関への巡回訪問回数（機関数）
　　55機関／61機関

結果の説明

・児童虐待防止キャンペーンの実施
　15時から1時間程度おおよそ２００配布。
・要保護児童対策地域協議会構成機関への巡回訪問回数（機関数）
　中学校1校と幼稚園1園は日ごろから連絡を取り合っていたため、巡回相談としては訪問せず、学
童保育所とは日程が合わず4館行けず。電話等では連絡済み。

次年度に向けての
課題・展望

関係機関を巡回訪問し、要保護児童対策地域協議会への理解・協力を働き掛け、児童福祉施設・
学校等の連携を強化していく。

子ども・子育て会議
委員意見

拡充 拡充

要保護児童対策
地域協議会構成
機関への巡回訪
問回数（機関数）

45 拡充 拡充 拡充 拡充 拡充

結果（年度）

R1

拡充 拡充

1
虐待防止啓発事業
（子育て支援課）
＜重点事業＞

子どもが相談できる窓口
を周知するとともに、体罰
などによらない子育てなど
の相談を行う。また、要保
護児童対策地域協議会で
の虐待防止マニュアルの
活用や構成機関への巡回
訪問を行う。

児童虐待防止キャ
ンペーンの実施

実施 拡充

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）

漸増

維持 維持 維持 維持

ケース検討会開催
回数（回）

73 漸増 漸増 漸増 漸増

準備 実施 継続 継続

2
虐待対応事業
（子育て支援課）
＜重点事業＞

子どもを虐待から守るた
め、児童相談所や民生・
児童委員、警察署、その
他関係機関とのネットワー
クを強化し、関係改善が必
要な親子へのサポートな
どを行う。

虐待相談件数
（件）

615 維持

1

子どもオンブズパーソ
ン
（児童青少年課）
＜重点事業＞

子どもの声を聞き「子ども
にとっていちばんいいこ
と」を一緒になって考える
場所を設置する。

子どもオンブズ
パーソン（仮称）の
設置（設置後の実
施状況も含む）

検討 検討

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）

R1

1



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３－１

1-4. 普及啓発を推進し、子どもの権利がいかされる社会環境づくりを進めます
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

参考実績（参考指
標の結果等）

「子どもの権利に関する条例」パンフレットを市立小・中学校新入生へ配布。
健全育成各地区行事で、一般向けパンフレットを配布。
児童館で、小学生向け及び一般向けパンフレットを設置。
条例10周年記念事業として、条例周知カード作成配布及び講演会を実施した。

結果の説明

リーフレット　市内　公立小・中学校　新1年生（パンフレット：小学生向け928部、同教職員参考用45
部、中学生以上向け：725部）
条例周知カード10000枚（市内公立私立小～高校全校生徒）
講演会Ｒ1．11．17「子どもの権利と子どもの育ち」

次年度に向けての
課題・展望

継続して周知・広報を実施する。

子ども・子育て会議
委員意見

・広報しつつ、その先の定着まで考えて行っていただきたい。例えば、例えば祭り等のイベントに参
加し、子どもが大好きな「虫食い穴埋めクイズ」をして、クリアしたらアメが１つもらえるなど。そして、
そのイベントを仕切りはボランティアの子どもに任せるなどしてみたらどうか。

目標２　子どものゆたかな体験と仲間づくりを支えます
2-3.子どもの居場所と交流の場を充実します

実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

子どもの居場所に
関するネットワーク
づくり

－ 実施 実施 実施 実施 実施
参考実績（参考指
標の結果等）

関係者による子ど
もの居場所のあり
方の継続的検討

－ 実施 実施 実施 実施 実施 結果の説明

次年度に向けての
課題・展望

子ども・子育て会議に（仮称）子どもの居場所部会の設置し、子どもの居場所に係る事項について
の検討を行う予定

子ども・子育て会議
委員意見

・特に、児童館がない学区に対して、中高生に対して、子どもの居場所作りを早急に考えて欲しい。
そこでは、イベントするのではなく、ただいるだけ、何もしなくていい、などゆっくりできる場所が必要
だと思う。

参考実績（参考指
標の結果等）

・来館者数（85,289人）

・開館延長時の利用者数（15,176人）

結果の説明

・来館者数（85,289人）前年度比86.2％　3月については新型コロナウィルス感染防止対策のため、
一部事業を中止し、自由来館についても自粛を呼びかけた。
・開館延長時の利用者数（15,176人）
前年度比83.9％　3月は開館延長を中止した。

次年度に向けての
課題・展望

継続して周知・広報を実施し、各館の事業については今後も継続していく。

子ども・子育て会議
委員意見

・ 「新たな児童館の整備を含めた児童館の在り方を検討」とのことですが、新設は難しいと会議でも
しばしばお聞きしております。しかしながら児童館のない地域の子どもたちに、近隣地域の児童館
の利用を勧めるのではなく、児童館ではなくても同等の機能を持つ居場所作りをしていただけたらと
思います。
・児童館については来場者数を増やそうというように見受けられます。 この場合、既設の児童館の
収容人数は十分にあるので、あとは魅力を上げ利用してもらおう、というように見えますが、 児童館
の収容人数が実は少なく、すでにある利用ニーズにこたえると、ぎゅうぎゅうに混雑してしまうという
ことはないでしょうか。 特に、現在、みどり児童館は学童に場所を提供しているので、優先度の高い
学童保育事業のために不利益を被っている事業と言えなくもありません。 収容可能人数に問題が
ないのならば結構ですが、もし、著しい混雑があるような場合には利用者数を増やす方策が「場所
の拡充」なくなってしまうのではないでしょうか。 また、校区ごとに見ると明らかに児童館の空白地帯
があると思います。 出来る出来ないはともかく、児童館の場所の拡充については「課題」として触れ
た方が良いと思います。

漸増 漸増 漸増

開館延長時の利
用者数（人）

18,096 漸増 漸増 漸増 漸増

継続 継続 継続

漸増

2
児童館事業
（児童青少年課）
＜重点事業＞

子どもの健全育成として、
小学生対象のグループ活
動などのほか、中・高校生
事業、子育て支援、子育
てグループの活動支援な
どについて、開館時間の
延長も行い実施する。新
たな児童館の整備を含め
た児童館の在り方を検討
する。

来館者数（人） 98,875 漸増

漸増

結果（年度）

R1

1

子どもの居場所づくり
の推進
（子育て支援課・児童
青少年課）
＜重点事業＞

子どもの居場所に関する
ネットワークづくりを進める
とともに、子どもの居場所
のあり方について関係者
により継続的検討を行うこ
とにより、子どもの居場所
の推進体制を整備する。

子どもの居場所のあり方
の検討を踏まえ、子どもや
保護者が気軽に立ち寄れ
る地域の居場所づくりを推
進する。どの家庭も孤立
せず、地域とつながるよう
に、地域全体で家庭を支
援する環境を整備する。

子どもの居場所づ
くりの推進

－ 検討 実施

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）

継続 継続

結果（年度）

R1

1

子どもの権利の広報
活動
（児童青少年課）
＜重点事業＞

ホームページやリーフレッ
ト等による周知・広報を行
う。また新たな方法につい
ても検討する。

周知・広報の実施 実施 継続 継続 継続

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）

子ども・子育て会議の審議結果を踏まえ、左記のとおり新計画に掲載することとなった。

2



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３－１

目標３　子どもを生み育てる家庭を支援します
3-1.経済的負担を軽減します

実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

参考実績（参考指
標の結果等）

・受給者数　6,037人（10月～3月分）
　※前期4-9月分については、評価表3-2の視点2目標3の①の2・3の取組として記載
・受給資格者における受給者数の割合　100％

結果の説明

・受給者数
　事業実施開始の令和元年１０月以降の受給者数を算定している。幼児教育・保育の無償化により
国の給付上限額が大幅に拡充され、国の給付額のみで利用費全額を賄える園児も増えたため、前
年度と比べると上乗せ分の受給者数自体は減少している。

次年度に向けての
課題・展望

次年度においても、対象者には漏れなく案内するとともに、保護者の書類の取りまとめを行う幼稚
園の負担をできるだけ少なくできるような手法を検討する。

子ども・子育て会議
委員意見

参考実績（参考指
標の結果等）

・受給者数　1,358人（10月～3月分）

・受給資格者における受給者数の割合　98％

結果の説明

・受給者数
　事業実施開始の令和元年１０月以降の受給者数を算定している。年間での割り返しや対象施設
の増減を考慮すると、前年度実績より受給者数は増となった。

・受給資格者における受給者数の割合
　受給資格者のうち、施設等利用給付の上乗せを受給しなかった者は、基本部分で保育料が無償
化となったためであり、受給資格者全てに対し、負担軽減を実施することができた。

次年度に向けての
課題・展望

引き続き事業周知に努めるとともに、さらなる保護者負担軽減についても検討する。

子ども・子育て会議
委員意見

参考実績（参考指
標の結果等）

予定どおり進捗した。

結果の説明

R1.10.1付けで、小学校１年生～３年生までの所得制限を廃止した。

次年度に向けての
課題・展望

R3に予定しているさらなる拡充（小学校４年生～６年生）に向けた準備（例規整備・予算確保等）を
行う。

子ども・子育て会議
委員意見

拡充
（小学
校４年
生～６
年生）

準備

拡充
（中学
校１年
生～３
年生）

維持4

義務教育就学児医療
費助成制度の拡充
（子育て支援課）
＜重点事業＞

病気やけがにより、健康
保険が適用される医療行
為や薬剤提供を市内在住
の小中学生が受けた場合
に、自己負担すべき額か
ら通院一回あたり200円を
控除した額を助成する。

所得制限の段階
的廃止の進捗状
況

検討 準備

維持

維持 維持 維持 維持

受給資格者におけ
る受給者数の割合
（％）

100.0 維持 維持 維持 維持

2

施設等利用給付の上
乗せ（認可外保育施
設）
（保育課）
＜重点事業＞
 


一定の基準を満たす認可
外保育施設に在籍する子
どもの保護者の負担軽減
をさらに図るため、上限額
に上乗せして給付を行う。

受給者数（人） 2,984 維持

維持 維持

受給資格者におけ
る受給者数の割合
（％）

100.0 維持 維持 維持 維持 維持

結果（年度）

R1

1

施設等利用給付の上
乗せ（幼稚園）
（保育課）
＜重点事業＞

私立幼稚園等に在籍する
子どもの保護者の負担軽
減をさらに図るため、上限
額に上乗せして給付を行
う。

受給者数（人） 18,063 維持 維持 維持

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）

3



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３－１

3-2.母子保健事業を充実します
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

参考実績（参考指
標の結果等）

・乳幼児健康相談利用者数（人）　　632人

・出張健康相談利用者数（人）　　　1,065人

結果の説明

・乳幼児健康相談利用者数（人）
・出張健康相談利用者数（人）
　新型コロナウイルス感染症の影響で、年度末の相談が中止となっているにもかかわらず、平成３０
年度に新設した会場等において、利用延数が増加となった。一方で、毎月の実施はむずかしい会
場もあり、周知方法についても工夫が必要。

次年度に向けての
課題・展望

令和２年度は緊急事態宣言の発令により、年度当初の相談が中止となった。状況に応じて再開の
方向だが、相談ニーズはあるものの来場できない市民に対する対応が課題となる。

子ども・子育て会議
委員意見

参考実績（参考指
標の結果等）

令和２年１０月開始事業にて、実績値はなし。

結果の説明

令和２年１０月開始事業。

次年度に向けての
課題・展望

令和２年１０月開始事業にて、周知に努め、必要な方が利用できるようにする。

子ども・子育て会議
委員意見

・HPに英語版の案内書があるのもいいですね。必要な方へ届くように周知よろしくお願いします。

漸増 漸増漸増 漸増11
産後ケア事業
（健康課）
＜重点事業＞

出産直後の母子に対して
心身のケアや育児サポー
ト等を行い、産後も安心し
て子育てができる支援体
制を確保する。

産後ケア事業延べ
利用者数（人）

－ 実施

漸増

漸増 漸増 漸増 漸増

出張健康相談利
用者数（人）

1,107 漸増 漸増 漸増 漸増

参考指標
計画（年度） 結果（年度）

R1

1

母子保健健康相談事
業
①乳幼児保健相談
②乳幼児健康相談
③出張健康相談
（健康課）
＜重点事業＞

育児不安の解消を図るた
め、保健師等に気軽に相
談できる場を確保し、育児
支援を行う。

乳幼児健康相談
利用者数（人）

914 漸増

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容

4



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３－１

参考実績（参考指
標の結果等）

・育児不安親支援事業延べ参加人数（人）
　　29人
・お母さんグループ延べ参加人数（人）
　　107人

結果の説明

・育児不安親支援事業延べ参加人数（人）
　　前年度に比べ、定着した参加者が増えた。話す内容が深まり、不安軽減の場になっている。
・お母さんグループ延べ参加人数（人）
    年度末新型コロナ感染症の影響で中止したこともあり、利用者数は減少しているが、子どもと離
れ、同じ立場の大人同士で交流できる機会が参加者のよりどころとなっている。

次年度に向けての
課題・展望

グループ活動が、大人同士の交流を通し、育児に関する不安や負担の軽減につながっているた
め、引き続き実施をしていく。新型コロナ感染症の影響にてグループ活動が行えない時期もあった
ことから、実施できない時期のフォロー等も考える必要がある。

子ども・子育て会議
委員意見

3-3.子育てに関する相談・支援、情報提供、学習機会を充実させ、支援を強めます
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

参考実績（参考指
標の結果等）

結果の説明

次年度に向けての
課題・展望

継続実施する。
なお、子育て支援サイト「のびのびーの！」との連携については、
・小金井市ホームページのトップページに「のびのびーの！」のバナーを掲載予定
・「のびのびーの！」に子どもの居場所に係る内容を新規掲載する際は適宜協力する予定

子ども・子育て会議
委員意見

・行政情報だけでなく、民間の情報のWeb上での発信は重要です。引き続きよろしくお願いします。

参考実績（参考指
標の結果等）

総合相談延数　3,642件

結果の説明

昨年度と比較し、増加。虐待相談件数が児童相談所からの送致が開始したこともあり増加している
ことと、育成相談の増加が目立つ。中でも小学校高学年から高校生までの親子関係に関する継続
相談が今年度は多かった。

次年度に向けての
課題・展望

いつでもだれでもが相談できる窓口としての周知を促進し、子育ての悩みや不安の軽減の場になる
よう、丁寧な対応と必要時の関係機関連携を推進していく。

子ども・子育て会議
委員意見

・どう対応するのか、どこに繋げるのか丁寧な対応を期待します。

※4ページ以降の相談に関わる全てにおいて
・リモート相談も検討していただきたい。新型コロナ対策や、休日・夜間の相談など、リモートならで
は、できることがあると思う。設備がないからすぐには厳しいと思うが、時代の流れも考慮しつつ、そ
ういったことも取り入れていってもらいたい。
また、今後学校でクロームブックが支給される。その中にアプリを入れて気軽に相談できるようにす
るなど、今後新しい形での相談も検討してもらいたい。

漸増 漸増 漸増 漸増2

子育て総合相談
（子育て支援課）
＜重点事業＞

子ども家庭支援センターを
窓口とした、子どもや子育
てに関する総合相談、情
報提供。関係機関と連携
し、他の支援機関や 子育
て支援ネットワークづくり
に繋げる。

相談件数（件） 3,087 漸増

継続 継続

子育て支援サイト
「のびのびー
の！」との連携

実施 継続 継続 継続 継続 継続

結果（年度）

R1

1

子育て情報の提供
（子育て支援課）
＜重点事業＞

市報、ホームページ、子育
てに関する総合冊子を活
用するほか、民間の子育
て支援サイト「のびのびー
の！」と連携し、子育て情
報の提供を行う。

市報、ホームペー
ジ、子育てに関す
る総合冊子を活用
した情報提供

実施 継続 継続 継続

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）

漸増 漸増

お母さんグループ
延べ参加人数
（人）

127 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

漸増 漸増

12

子育て中の保護者グ
ループ相談
（子育て支援課）
＜重点事業＞

育児に強い不安や困難を
感じている保護者を対象
に、子育てや自分につい
ての思いを話したり、必要
な情報や支援を見つける
場を関係機関と連携し、提
供する。また、育児に関す
る日ごろの悩み相談や保
護者同士の交流 を必要と
する保護者の継続支援を
行う。

育児不安親支援
事業延べ参加人
数（人）

15 漸増

・市報、ホームページ、子育てに関する総合冊子を活用した情報提供
子育て支援情報として、ホームページに各種手当、医療費助成、一時保育、子どもショートステイ、
育児支援ヘルパー、子ども家庭支援センターで行う育児講座・教室などを随時掲載した。市報にも
適宜、情報掲載をした。
また、子育てに関する総合冊子「小金井市みんなで子育て応援ブック　のびのびこがねいっ子」を令
和元年５月に発行し、7,000冊を配布した。
・子育て支援サイト「のびのびーの！」との連携
小金井市ホームページ掲載内容と適宜相互リンクを張っている。

5



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３－１

目標４　子育ち、子育てに困難を抱える家庭を支援します
4-1.ひとり親家庭を支援します

実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

参考実績（参考指
標の結果等）

・周知や広報等の実施
就労支援相談等の際に案内を行うなど、ホームページ等の一般的な周知方法以外による周知も
行った。
・利用世帯数（世帯）　4世帯

結果の説明

・周知や広報等の実施
就労支援相談等の際に案内を行うなど、ホームページ等の一般的な周知方法以外による周知も
行った。
・利用世帯数（世帯）
例年並み

次年度に向けての
課題・展望

今後も知らずに利用できない世帯がないよう、周知を行っていく。
また、派遣対象者の拡大を行うことにより、事業の充実を図る予定。

子ども・子育て会議
委員意見

4-2. 特別な配慮が必要な子ども（障がい児等）と家庭を支援します
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

参考実績（参考指
標の結果等）

・公立保育園の障がい児入所人数　20人

・民間保育園の障がい児入所人数　33人

結果の説明

公立保育園では5園全園で実施、民間保育園では15園で実施し、それぞれ受入数が増加した。

次年度に向けての
課題・展望

引き続き、拡充を検討する。

子ども・子育て会議
委員意見

・公立保育園の要支援児童の入所人数について R1に受け入れ数が増加しているのは成果だと思
います。 ただ、受け入れ年齢で0-2歳児を対象にしていないのは相変わらずなのでしょうか。 0-2歳
児の時期では障がいの認定が難しいから、という理由だったと思いますが、 見えない・聞こえない
などはっきりとわかる障害を持つ子どもはもちろん、 障がいが疑われる子どものいる家庭では、現
実問題として通常以上の困難があることは想像に難くありません。 従って、行政のあるべき姿として
積極的に受け入れ対象とすべきです。 特にこういった施策は、採算を考えずに実施できる公立園で
実行すべきです。 少なくとも次年度に向けた課題・展望には、そのような現状に触れておくべきだと
思います。

参考実績（参考指
標の結果等）

入所基準を満たす障がいのある児童の全員受入れ

結果の説明

障がいのある児童も他の児童と同様、入所基準を満たした場合は希望する学童保育所へ入所する
体制となっていることから、本事業は維持することができている。

次年度に向けての
課題・展望

当該計画においては「維持」を方針とすることから、受入者数の割合を低減させることなく、従前どお
りに入所基準を満たした児童の学童保育所への入所を継続したい。

子ども・子育て会議
委員意見

維持

漸増

2

学童保育所での障が
い児保育
（児童青少年課）
＜重点事業＞

学童保育所全所で障がい
児の保育を行う。

希望人数に対する
受入者数の割合
（％）

100 維持 維持 維持 維持

漸増 漸増 漸増 漸増

民間保育園の要
支援児童入所人
数（人）

28 漸増 漸増 漸増 漸増

1

認可保育所での特別
支援保育
（保育課）
＜重点事業＞

公立保育所および民間保
育所の全園で、可能な限
り特別な配慮が必要な児
童（医療的ケア児を含む）
の保育を行う。

公立保育園の要
支援児童入所人
数（人）

13 漸増

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）

R1

拡充 拡充

利用世帯数（世
帯）

5 漸増 漸増 漸増 漸増 漸増

結果（年度）

R1

1

ひとり親家庭へのホー
ムヘルプサービス派
遣
（子育て支援課）
＜重点事業＞

20歳未満の子どもがいる
ひとり親家庭で、家事また
は育児などの日常生活に
支障がある場合、ホーム
ヘルパーを派遣する。

周知や広報等の
実施

実施 継続 拡充 拡充

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）

6



のびゆくこどもプラン　小金井（第２期小金井市子ども・子育て支援事業計画）事業進捗状況評価表３－１

参考実績（参考指
標の結果等）

未実施

結果の説明
未実施

次年度に向けての
課題・展望

一時保育の職員体制等の理由により、実施することは困難であるが、児童発達支援センターにお
いて実施することを引き続き検討する。

子ども・子育て会議
委員意見

目標６　地域の子育て環境を整えます
6-1.地域の子育てネットワークを整備します

実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

参考実績（参考指
標の結果等）

81団体、個人参加者7人

結果の説明
子育て・子育ち支援ネットワーク協議会については、子育て関係イベント等で積極的に呼びかけを
行うことにより、加入団体数が順調に伸びている。

次年度に向けての
課題・展望

子育て・子育ち支援ネットワーク協議会では、新規事業として、子どもの居場所に関する事業を進め
る予定。市としてもそのための財政支援を拡充する。

子ども・子育て会議
委員意見

6-3.地域の公共施設の活用を進めます
実績

H30 R2 R3 R4 R5 R6

参考実績（参考指
標の結果等）

・赤ちゃん休憩室事業の実施　子ども家庭支援センターゆりかごで実施

・移動式赤ちゃん休憩室貸出件数（件）　4件

結果の説明

・赤ちゃん休憩室事業の実施
子ども家庭支援センターには、おむつ替えや授乳スペースの他、粉ミルク用の湯冷ましを用意して
おり、平成24年度に都の赤ちゃん・ふらっと事業に登録しており、広く利用を促している。
・移動式赤ちゃん休憩室貸出件数（件）
令和元年度は猛暑と新型コロナウイルスの影響で、乳幼児が参加するイベントが中止となることが
多かった。

次年度に向けての
課題・展望

赤ちゃん休憩室事業と移動式赤ちゃん休憩室貸出事業は継続実施。その他、新庁舎・新福祉会館
建設に際しては子育てには配慮する予定

子ども・子育て会議
委員意見

子ども・子育て会議
委員意見

・「のびゆく子どもプラン 小金井」p.84にある通り、第2期の成果指標は令和5年度のニーズ調査にお
ける満足度等になっていますゆえ、子どもたちや保護者らからの実感を伴った評価向上につなげる
ことが肝要です。それも、5年かけてといったスピード感ではなく、残りわずか3年強のうちに、です。
各事業の質・量ともに維持向上できるよう現場の改善や創意工夫を重ねていくと同時に、当事者ら
の声には常に真摯に向き合っていただくことを引き続きお願いします。
また、コロナ禍に依って生じる緊急性の高いニーズに対する施策や事業については、たとえ計画外
であっても積極的に推進していくことで、上記成果指標にもつながっていくものと考えます。とくに生
活困窮者支援のニーズはリーマンショックの時の比ではないとも聞き及びます。
行政では手の届きにくい支援先にいち早く繋がっている諸団体とうまく連携・協力し、この危機を乗
り越えていけるようご尽力いただくことを心よりお願いしたく存じます。

漸増

継続 継続 継続 継続

移動式赤ちゃん休
憩室貸出件数
（件）

9 漸増 漸増 漸増 漸増

1

子育てに配慮した公
共施設の改善
（子育て支援課）
＜重点事業＞

子連れで外出しやすいよ
う公共施設の環境を整備
する。市の施設について
は、おむつ替え、授乳ス
ペースを設置する等、子
育てに配慮する。

赤ちゃん休憩室事
業の実施

実施 継続

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度） 結果（年度）

R1

結果（年度）

R1

1
子育て支援ネットワー
ク（子育て支援課）
＜重点事業＞

保育所、幼稚園、子育て
サークル、ＮＰＯなどの子
育て支援団体との協働に
よるネットワークをつくり、
相互援助と情報発信を行
う。

子育て・子育ち支
援ネットワーク協
議会参加団体数
（団体）

68 漸増 漸増 漸増

番
号

事業名称
（担当課）

事業の内容 参考指標
計画（年度）

漸増 漸増

検討3

障がい児の緊急・
一時預かり
（保育課）
＜重点事業＞

保護者の病気などで障が
いのある子どもの一時的
な預かりを必要とした場
合、保育所や障がい者の
施設で一時的に預かりを
行う。

保育所での障がい
児の緊急・一時預
かりの実施

検討 検討 検討 検討 検討

全体

7


